
























































































































































薬物療法と修正型電気けいれん療法（modiﬁ ed electroconvulsive therapy; mECT）
寛　解　率 奏功するまでの期間 副　作　用
薬物療法 60～70%
２ヵ月以上
（十分な量に増やすのに約１ヵ
月、その後約１ヵ月間待つ）
吐き気、下痢 、口渇、便秘、体重増加、無月経、
起立性低血圧、不整脈等
mECT
薬剤抵抗性の難
治例や重症でも
90%以上
平均２～３週間
一過性の頭痛、嘔気、せん妄
逆行性健忘(うつ病罹患中の出来事を忘れてし
まうことがある)
致死的な副作用は少ない
となる主症状が消失、つまり意欲、集
中力、思考力、活動量が元に戻ります。
それに続いて、枝葉の副症状も改善し
ます。抗うつ薬の寛解率（薬を飲んで
いれば治った状態が保てること）は60
～70%です。
　再発率が高いため、少なくとも半年
から１年間は寛解時の量を飲み続ける
ことが大切です。対処療法の薬が必要
なうちは治ったとは言えません。
　うつ病の治療は落ちた意欲、集中力、
思考力や活動量を元に戻すことです。
決して、性格を明るくする治療ではあ
りません。元に戻す治療です！
「治る」とは？
